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(57)【要約】
【課題】コンデンサモジュールを有する電力変換装置に
おいて、低騒音、低振動であり、かつ小型化、低コスト
化を実現する。
【解決手段】パワーモジュールとコンデンサモジュール
とを備えた電力変換装置であって、コンデンサモジュー
ルは、平坦な巻回面を有する複数のコンデンサ素子と、
外装ケースと、樹脂充填剤と、拘束点とを有し、複数の
コンデンサ素子のうちの少なくとも１つのコンデンサ素
子が有する平坦な巻回面に対し、直交方向に梁の役目を
する介在物と、少なくとも一つのコンデンサ素子とが外
装ケース内に配置されており、介在物を介して平坦な巻
回面に対して略正面に、拘束点が配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力変換を行うスイッチング素子を有するパワーモジュールと、
　前記パワーモジュールに供給される電源電圧の変動を抑制する平滑用コンデンサと
　を有するコンデンサモジュールと
　を備えた電力変換装置であって、
　前記平滑用コンデンサは、
　　金属化フィルムが扁平形状に巻回されることで平坦な巻回面を有する複数のコンデン
サ素子で構成され、
　前記コンデンサモジュールは、
　　前記複数のコンデンサ素子を内側に収容する外装ケースと、
　　前記外装ケース内において前記複数のコンデンサ素子の周囲に充填される樹脂充填剤
と
　　前記コンデンサモジュールと前記電力変換装置との拘束点と
　をさらに有し、
　前記複数のコンデンサ素子のうちの少なくとも１つのコンデンサ素子が有する平坦な巻
回面に対し、直交方向に梁の役目をする介在物と、
　少なくとも一つのコンデンサ素子と
が前記外装ケース内に配置されており、
　前記介在物を介して前記平坦な巻回面に対して略正面に、前記拘束点が配置されている
　電力変換装置。
【請求項２】
　前記複数のコンデンサ素子は、巻回軸方向が前記外装ケースの開口面を向くように配置
されている
　請求項１に記載の電力変換装置。
【請求項３】
　前記介在物は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子の周囲に充填された前記樹脂充填
剤である
　請求項１または２に記載の電力変換装置。
【請求項４】
　前記介在物は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子に隣接したコンデンサ素子であり
、
　前記隣接したコンデンサは、自身の平坦な巻回面が、前記少なくとも１つのコンデンサ
素子の平坦な巻回面と直交するように、前記少なくとも１つのコンデンサ素子と前記拘束
点との間に配置されている
　請求項１から３のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項５】
　前記拘束点は、前記外装ケースを前記電力変換装置の筐体に固定するために前記外装ケ
ースに設けられた固定用脚で構成されるものを含む
　請求項１から４のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項６】
　前記拘束点は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子に接続された第１のバスバで構成
されるものを含み、
　前記第１のバスバは、前記コンデンサモジュールと前記パワーモジュールとを繋ぐバス
バである
　請求項１から５のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項７】
　前記コンデンサモジュールは、前記パワーモジュールに入出力される電力のノイズ除去
用に設けられたＹコンデンサ素子をさらに有し、
　前記介在物は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子に隣接した前記Ｙコンデンサ素子
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であり、
　前記隣接したＹコンデンサ素子は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子の平坦な巻回
面と直交するように、前記少なくとも１つのコンデンサ素子と前記拘束点との間に配置さ
れている
　請求項１から６のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項８】
　前記拘束点は、前記Ｙコンデンサ素子に接続された第２のバスバで構成されるものを含
み、
　前記第２のバスバは、前記コンデンサモジュールと前記外装ケースとを繋ぐアース用バ
スバである
　請求項７に記載の電力変換装置。
【請求項９】
　前記電力変換装置の筐体は、前記パワーモジュールを冷却する冷却部材である
　請求項１から８のいずれか１項に記載の電力変換装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等に搭載される車載用の電力変換装置に関し、特にインバータ等の電
力変換部を構成するパワーモジュールを備えた電力変換装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンデンサモジュールは、ハイブリッド自動車、電気自動車などに用いられる、電力変
換装置の主要構成部品である。コンデンサモジュールは、金属化フィルムを巻回した複数
のコンデンサ素子で構成されている。そして、金属化フィルムを巻回した複数のコンデン
サ素子は、ケースに収容され、コンデンサの周囲に樹脂を充填して固定される。
【０００３】
　コンデンサモジュールは、コンデンサ素子に電流を流すと、電荷が蓄積される。そして
、蓄積された電荷によるクーロン引力の発生によって、コンデンサ素子が振動する。特に
、交流がコンデンサ素子に流れることにより、巻回されている金属化フィルム同士の間に
クーロン力が生じ、フィルム同士が接触する。このため、リプル電流に起因した振動が発
生する。
【０００４】
　金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデンサでは、平坦な巻回面が、円弧形状を
なす両端部に比べて振動し易い（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　また、コンデンサ素子に電流を流したときに振動が起こることで、この振動がコンデン
サケースを介し金属ケースに伝播し、振動音を発生させることがある。特に、コンデンサ
素子に流す電流が大電流となることにより、あるいは断続的に電流が流れることにより、
振動が大きくなり、大きな振動音が発生するという問題がある。
【０００６】
　このような問題に対して、少なくとも一組の互いに隣り合うコンデンサ素子の間に隙間
を設け、隙間に介在物を配置し、剛性を高める従来技術がある（例えば、特許文献２参照
）。この従来技術では、介在物が、外装ケースにおける対向する一対の側壁を繋げるよう
に配設されていることにより、コンデンサモジュールの振動を抑制している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１５－０８４３７０号公報
【特許文献２】特開２０１０－２１９２５９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来技術には、以下のような課題がある。
　金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデンサでは、平坦な巻回面が、円弧形状を
なす両端部に比べて振動し易い。このため、特許文献１に示された従来の装置は、扁平形
状に巻回した平坦な巻回面をケースの開口面に向けて、樹脂ケースに収容し、この開口面
を車外方向に向けるようにして、コンデンサ素子を搭載する必要があった。従って、特許
文献１は、搭載レイアウトが著しく制限されるという課題があった。
【０００９】
　また、特許文献２に示された従来の装置は、介在物を用いることで、コンデンサモジュ
ール全体の剛性を高める振動対策を施している。従って、この特許文献２に係る従来技術
は、１次モードなどの低周波（２ｋＨｚ未満）対策に効果的である。
【００１０】
　しかしながら、電力変換装置のスイッチング周波数は、２ｋＨｚ以上が一般的である。
また、人間の聴感も、３ｋＨｚ付近の周波数帯が最も敏感に聞こえる。このことから、特
許文献２は、高周波への振動（騒音）対策には効果が小さいという課題があった。
【００１１】
　また、出願人の研究の結果、金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデンサでは、
平坦な巻回面からの振動が、樹脂充填剤および拘束点を介して筐体に伝搬し、筐体を振動
させることで騒音となるメカニズムを把握した。よって、騒音を抑制するに当たっては、
平坦な巻回面と拘束部の位置関係、および、平坦な巻回面から拘束部に至るまでの接続方
法が課題となる。
【００１２】
　本発明は、従来の電力変換装置における前述のような課題を解決するためになされたも
のであり、コンデンサモジュールを有する電力変換装置において、低騒音、低振動であり
、かつ小型化、低コスト化を実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る電力変換装置は、電力変換を行うスイッチング素子を有するパワーモジュ
ールと、パワーモジュールに供給される電源電圧の変動を抑制する平滑用コンデンサを有
するコンデンサモジュールとを備えた電力変換装置であって、平滑用コンデンサは、金属
化フィルムが扁平形状に巻回されることで平坦な巻回面を有する複数のコンデンサ素子で
構成され、コンデンサモジュールは、複数のコンデンサ素子を内側に収容する外装ケース
と、外装ケース内において複数のコンデンサ素子の周囲に充填される樹脂充填剤と、コン
デンサモジュールと電力変換装置との拘束点とをさらに有し、複数のコンデンサ素子のう
ちの少なくとも１つのコンデンサ素子が有する平坦な巻回面に対し、直交方向に梁の役目
をする介在物と、少なくとも一つのコンデンサ素子とが外装ケース内に配置されており、
介在物を介して平坦な巻回面に対して略正面に、拘束点が配置されているものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明による電力変換装置によれば、コンデンサ素子における平坦な巻回面の略正面に
介在物を挟んで拘束点を配置することで、平坦な巻回面の振動を抑制する構造を有してい
る。この結果、コンデンサモジュールを有する電力変換装置において、低騒音、低振動で
あり、かつ小型化、低コスト化を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態１に係るコンデンサモジュールの構成例を示した平面図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態１における外装ケースを筐体に対して固定する構造を、第１
の拘束構造として例示した断面図である。
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【図３】本発明の実施の形態１におけるバスバを筐体に対して固定する構造を、第２の拘
束構造として例示した断面図である。
【図４】本発明の実施の形態１において、バスバを用いてコンデンサモジュールをパワー
モジュールに対して固定する構造を、第３の拘束構造として例示した断面図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係るコンデンサモジュールを電力変換装置に搭載した一
例を示す説明図である。
【図６】本発明の実施の形態１における電力変換装置の回路図の一例である。
【図７】本発明の実施の形態２におけるコンデンサモジュールを車両に搭載した具体例を
示す説明図である。
【図８】本発明の実施の形態２におけるコンデンサモジュールを車両内の格納箱に搭載し
た具体例を示す説明図である。
【図９】本発明の実施の形態２におけるコンデンサモジュールを車両内の駆動装置に搭載
した具体例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施例に係るコンデンサモジュール、およびこれを用いた電力変換装置につき
、図１～図９を用いて、詳細に説明する。
【００１７】
　実施の形態１．
　図１は、本発明の実施の形態１に係るコンデンサモジュールの構成例を示した平面図で
ある。図１に示すコンデンサモジュール１は、金属化フィルムを巻回して構成されたコン
デンサ素子１１～１７と、それらの周囲に充填された樹脂充填剤５１とを、外装ケース５
２の内部に配置することで構成されている。外装ケース５２は、筐体５３に固定される。
すなわち、コンデンサモジュール１は、筐体５３によって拘束される。
【００１８】
　コンデンサ素子１１～１７は、樹脂フィルム（誘電体）の表面に金属層を蒸着してなる
金属化フィルムを巻回した後、巻回軸方向に平行な二つの平面においてプレスにより扁平
化されて構成されている。このような構成を備えるコンデンサ素子１１～１７は、図１に
示したように、巻回軸方向をケース開口面に向けて、外装ケース５２内に複数配置される
。なお、図１に示したコンデンサモジュール１内には、コンデンサ素子１１～１７以外に
、ノイズ除去用のＹコンデンサ素子２１も実装されている。
【００１９】
　また、コンデンサ素子１１～１７を構成する金属化フィルムは、上述したように、樹脂
フィルムの表面に金属層を蒸着して構成されている。この樹脂フィルムとしては、例えば
、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリエチレンナフ
タレート（ＰＥＮ）、ポリフェレンサルファイド（ＰＰＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）
などが挙げられる。また、金属層の金属としては、アルミニウム、亜鉛、錫、銅、これら
の合金などが挙げられる。
【００２０】
　また、コンデンサ素子１１～１７の巻回軸方向の両端面には、メタリコン金属が溶射さ
れている。このメタリコン金属は、コンデンサ素子１１～１７の電極となる。
【００２１】
　また、コンデンサ素子１３～１５の上端面および下端面には、複数のコンデンサ素子１
３～１５の電極に接続される一対のバスバ４２が配置されている。バスバ４２は、外装ケ
ース５２の内部において、樹脂充填剤５１によって、コンデンサ素子１３～１５と共にモ
ールドされている。また、バスバ４１は、外装ケース５２の内部において、樹脂充填剤５
１によって、Ｙコンデンサ素子２１と共にモールドされている。
【００２２】
　樹脂充填剤５１は、例えば、エポキシ系やウレタン系の樹脂からなる。
【００２３】
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　外装ケース５２は、例えば、ポリエチレンテレフタラート（ＰＥＴ）、ポリプロピレン
（ＰＰ）、ポリフェレンサルファイド（ＰＰＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、ポリブチ
レンテレフタラート（ＰＢＴ）等の樹脂、またはアルミニウム等の金属からなる。
【００２４】
　筐体５３は、例えば、アルミニウム等の金属からなる。
【００２５】
　外装ケース５２を筐体５３に対して固定するためには、先の図１に示したように、複数
の固定用脚３１が用いられる。図２は、本発明の実施の形態１における外装ケース５２を
筐体５３に対して固定する構造を、第１の拘束構造として例示した断面図である。図２に
示すように、固定用脚３１は、外装ケース５２の本体部と一体成型されている。さらに、
固定用脚３１は、ボルト６１を挿通するためのボルト挿通孔３１ａが上下方向に設けられ
ている。
【００２６】
　一方、筐体５３は、外装ケース５２側の固定用脚３１に設けられたボルト挿通孔３１ａ
に対応する位置に、固定用受け部５３ａが形成されている。固定用受け部５３ａは、ボル
ト６１を螺合するネジ孔が上下方向に形成されている。
【００２７】
　図３は、本発明の実施の形態１におけるバスバ４１を筐体５３に対して固定する構造を
、第２の拘束構造として例示した断面図である。ここで、バスバ４１は、コンデンサモジ
ュール１と筐体５３とを繋ぐアース用バスバの役割を果たしている。そして、バスバ４１
は、図３に示すように、ボルト６１を挿通するためのボルト挿通孔４１ａが設けられてい
る。
【００２８】
　一方、筐体５３は、バスバ４１に設けられたボルト挿通孔４１ａに対応する位置に、固
定用受け部５３ｂが形成されている。固定用受け部５３ｂは、固定用受け部５３ａと同様
の構造であり、ボルト６１を螺合するネジ孔が形成されている。
【００２９】
　図２に示した第１の拘束構造、および図３に示した第２の拘束構造を用いることで、筐
体５３にコンデンサモジュール１を拘束することができる。先の図１に例示したコンデン
サモジュール１は、５箇所に固定用脚３１を有している。そして、このようなコンデンサ
モジュール１が筐体５３に載置される。この状態において、ボルト６１を固定用脚３１の
ボルト挿通孔３１ａに挿通するとともに、固定用受け部５３ａのネジ孔に螺合する。
【００３０】
　さらに、先の図１に例示したコンデンサモジュール１は、１箇所にバスバ４１を有して
いる。従って、コンデンサモジュール１が筐体５３に載置された状態において、ボルト６
１をバスバ４１のボルト挿通孔４１ａに挿通するとともに、固定用受け部５３ｂのネジ孔
に螺合する。この結果、図１の例では、５箇所に設けられた第１の拘束構造、および１箇
所に設けられた第２の拘束構造により、コンデンサモジュール１が筐体５３に対して螺合
されることとなる。
【００３１】
　また、コンデンサモジュール１は、最終的に、電力変換装置の構成要素として組み込ま
れる。そこで、コンデンサモジュール１と電力変換装置の一部を構成するパワーモジュー
ルとを接続するバスバ４２を用いて、コンデンサモジュール１の位置を拘束することも可
能となる。
【００３２】
　図４は、本発明の実施の形態１において、バスバを用いてコンデンサモジュール１をパ
ワーモジュール１０１に対して固定する構造を、第３の拘束構造として例示した断面図で
ある。図４に示した２本のバスバ４２は、それぞれの一端が、コンデンサ素子１１の巻回
軸方向の両端面に形成された電極に接続されている。また、２本のバスバ４２のそれぞれ
の他端は、ボルト６１を挿通するためのボルト挿通孔４２ａが設けられている。
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【００３３】
　一方、パワーモジュール１０１は、バスバ４２に設けられたボルト挿通孔４２ａに対応
する位置に、固定用受け部１０１ａが形成されている。固定用受け部１０１ａは、ボルト
６１を螺合するネジ孔が形成されている。従って、図４の例では、２箇所に設けられた第
３の拘束構造により、コンデンサモジュール１がパワーモジュール１０１に対して螺合さ
れる。この結果、第３の拘束構造を用いることで、コンデンサモジュール１を拘束し、振
動を抑制することができる。なお、この第３の拘束構造については、後述する実施の形態
２において、具体的な適用例を説明する。
【００３４】
　図５は、本発明の実施の形態１に係るコンデンサモジュール１を電力変換装置に搭載し
た一例を示す説明図である。図５に示した電力変換装置１００は、電力変換の一部を構成
するパワーモジュール１０１と、パワーモジュール１０１を制御する制御回路部１０２と
、パワーモジュール１０１によって変換される電力が出入するバスバ４２と、パワーモジ
ュール１０１を冷却するための冷却部材１０３を有する。
【００３５】
　そして、バスバ４２に入力される断続電流を、平滑な直流電流とする平滑コンデンサと
して、コンデンサモジュール１が組み込まれる。図６は、本発明の実施の形態１における
電力変換装置の回路図の一例である。図６に示されている複数の平滑コンデンサ１１、１
４、１６、およびＹコンデンサ２１が、図１に示したようなコンデンサモジュール１とし
て形成されることとなる。
【００３６】
　なお、図５に示したように、コンデンサモジュール１に対する筐体５３は、電力変換装
置１００の筐体としても機能している。
【００３７】
　図５においては、第１の拘束構造あるいは第２の拘束構造により、コンデンサモジュー
ル１が筐体５３に、ボルト６１ａを用いて締着されている。また、第３の拘束構造により
、コンデンサモジュール１がパワーモジュール１０１に、ボルト６１ｂを用いて締着され
ている。
【００３８】
　さらに、図５では、筐体５３が、電力変換装置１００の一部である冷却部材１０３に、
ボルト６１ｃを用いて締着されている。従って、図５のような複数の拘束構造を用いてコ
ンデンサモジュール１と電力変換装置１００とを固定することで、コンデンサモジュール
１の振動を抑制することができる。
【００３９】
　なお、以上の説明では、樹脂充填剤５１を、平坦な巻回面に対して直交する方向におけ
る梁の役目を果たす介在物として利用し、固定用脚３１あるいはバスバ４１、４２を拘束
点とすることで、コンデンサ素子の振動を抑制している。そこで、この具体的な構成を、
図１のＡ部に基づいて説明する。
【００４０】
　図１のＡ部は、コンデンサ素子１２の平坦な巻回面に対し、直交方向に梁の役目をする
介在物として、樹脂充填剤５１が配置されている。すなわち、Ａ部は、平坦な巻回面に対
し、梁の役目をする介在物である樹脂充填剤５１を用いた上で、バスバ４２を拘束点とし
て配置した例に相当する。
【００４１】
　このように、Ａ部では、金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデンサ素子１２に
おける平坦な巻回面の振動に対し、平坦な巻回面の略正面に介在物である樹脂充填剤５１
を介して、バスバ４２による拘束点を配置している。この結果、コンデンサ素子１２の振
動を抑制することができ、低騒音、低振動で、かつ小型の電力変換装置を実現することが
できる。
【００４２】
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　なお、本発明において、上述したような梁の役目を果たす介在物は、樹脂充填剤５１に
限定されるものではない。そこで、樹脂充填剤５１以外の介在物について、先の図１を参
照しながら説明する。
【００４３】
　図１のＢ部は、コンデンサ素子１１の平坦な巻回面に対し、直交方向に梁の役目をする
介在物として、コンデンサ素子１３が配置されている。ここで、コンデンサ素子１１の平
坦な巻回面と、介在物であるコンデンサ素子１３の平坦な巻回面とは、互いに直交する位
置関係にある。すなわち、Ｂ部は、平坦な巻回面に対し、梁の役目をする介在物であるコ
ンデンサ素子１３を介した上で、固定用脚３１を拘束点として配置した例に相当する。
【００４４】
　このように、Ｂ部でも、Ａ部と同様に、金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデ
ンサ素子１１における平坦な巻回面の振動に対し、平坦な巻回面の略正面に、直交配置さ
れたコンデンサ素子１３を介在物として設けた上で、固定用脚３１による拘束点を配置し
ている。この結果、コンデンサ素子１１の振動を抑制することができ、低騒音、低振動で
、かつ小型の電力変換装置を実現することができる。
【００４５】
　また、図１のＣ部は、コンデンサ素子１７の平坦な巻回面に対し、直交方向に梁の役目
をする介在物として、ノイズ除去用に搭載されたＹコンデンサ素子２１が配置されている
。すなわち、Ｃ部は、平坦な巻回面に対し、梁の役目をする介在物であるＹコンデンサ素
子２１を介した上で、固定用脚３１を拘束点として配置した例に相当する。
【００４６】
　このように、Ｃ部でも、Ｂ部と同様に、金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデ
ンサ素子１７における平坦な巻回面の振動に対し、平坦な巻回面の略正面に、直交配置さ
れたＹコンデンサ素子２１を介在物として設けた上で、固定用脚３１による拘束点を配置
している。この結果、コンデンサ素子１７の振動を抑制することができ、低騒音、低振動
で、かつ小型の電力変換装置を実現することができる。
【００４７】
　以上のように、実施の形態１によれば、金属化フィルムが扁平形状に巻回されたコンデ
ンサ素子における平坦な巻回面の振動に対し、平坦な巻回面に対して直交するように介在
物を配置した上で拘束点を設ける構造を備えている。この結果、特に、平坦な巻回面方向
におけるコンデンサ素子の振動を抑制することができる。
【００４８】
　すなわち、本実施の形態１で示した介在物は、樹脂充填剤の一部、コンデンサ素子、Ｙ
コンデンサ素子のいずれかであり、特別に新たな別部材を介在物として配置する必要がな
い。このため、部品点数の増加という問題はなく、製造工数の増加、コストアップ、サイ
ズアップを招くことがない。
【００４９】
　換言すると、実施の形態１に係るコンデンサモジュールは、コンデンサ素子の間に隙間
を設けて樹脂を充填するように、あるいは、平坦な巻回面に直交するようにコンデンサ素
子を配置するように、適切なレイアウト設計を行うことで、介在物を構成している。さら
に、その介在物を介して、固定用脚あるいはバスバを拘束点として、コンデンサモジュー
ルと筐体とを締着させる構造を備えている。
【００５０】
　この結果、部品点数を増加することなく、コンデンサモジュールの振動を抑制すること
ができる。従って、コンデンサモジュールを有する電力変換装置に関して、低騒音、低振
動であり、かつ小型化、低コスト化を実現することができる。
【００５１】
　実施の形態２．
　本実施の形態２では、先の実施の形態１に係る電力変換装置を、車両に搭載する適用例
について、具体的に説明する。
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　図７は、本発明の実施の形態２におけるコンデンサモジュールを車両に搭載した具体例
を示す説明図である。図７に示す車両９１は、バッテリー等の高電圧装置の格納箱９２と
、モータを内蔵した駆動装置９３とを備えている。図７の例では、格納箱９２は、車両９
１の中央下部に搭載されている。また、図７の例では、駆動装置９３は、車両９１の前方
に搭載されている。
【００５３】
　図８は、本発明の実施の形態２におけるコンデンサモジュールを車両９１内の格納箱９
２に搭載した具体例を示す説明図である。図８において、コンデンサモジュール１の外装
ケース５２は、冷却部材１０３を介して、格納箱９２に対してボルト６１ｄにより締着さ
れている。
【００５４】
　電力変換装置１００は、搭載スペース削減や部品点数減によるコスト削減のため、例え
ば、図８に示したように、バッテリー等の高電圧装置の格納箱９２に取り付けられること
がある。その場合、外装ケース５２から伝わった振動が、車両９１内の格納箱９２に伝播
し、騒音源となる課題がある。また、電力変換装置１００は、車両９１内の配置される場
所によっては、騒音（振動）が乗員まで伝わるという課題がある。
【００５５】
　このような課題に対して、実施の形態１で説明した電力変換装置１００を用いることで
、コンデンサモジュール１を有する電力変換装置１００を、低騒音化、低振動化すること
ができる。この結果、電力変換装置１００を搭載した車両自体も、低騒音化、低振動化を
図ることができる。
【００５６】
　図９は、本発明の実施の形態２におけるコンデンサモジュールを車両９１内の駆動装置
９３に搭載した具体例を示す説明図である。図９において、コンデンサモジュール１の外
装ケース５２は、冷却部材１０３を介して、駆動装置９３に対してボルト６１ｅにより締
着されている。
【００５７】
　電力変換装置１００は、搭載スペース削減や部品点数減によるコスト削減のため、例え
ば、図９に示したように、モータを内蔵した駆動装置９３に取り付けられることがある。
その場合、外装ケース５２から伝わった振動が、車両９１内の駆動装置９３に伝播し、騒
音源となる課題がある。また、電力変換装置１００は、車両９１内の配置される場所によ
っては、騒音（振動）が乗員まで伝わるという課題がある。
【００５８】
　このような課題に対して、実施の形態１で説明した電力変換装置１００を用いることで
、コンデンサモジュール１を有する電力変換装置１００を、低騒音化、低振動化すること
ができる。この結果、電力変換装置１００を搭載した車両自体も、低騒音化、低振動化を
図ることができる。
【符号の説明】
【００５９】
　１　コンデンサモジュール、１１～１７、１８ａ～１８ｇ　コンデンサ素子、２１　Ｙ
コンデンサ素子、３１　固定用脚、３１ａ　ボルト挿通孔、４１、４２　バスバ、４１ａ
、４２ａ　ボルト挿通孔、５１　樹脂充填剤、５２　外装ケース、５３　筐体、５３ａ、
５３ｂ　固定用受け部、６１、６１ａ～６１ｅ　ボルト、９１　車両、９２　格納箱、９
３　駆動装置、１００　電力変換装置、１０１　パワーモジュール、１０１ａ　固定用受
け部、１０２　制御回路部、１０３　冷却部材。
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月9日(2019.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明に係る電力変換装置は、電力変換を行うスイッチング素子を有するパワーモジュ
ールと、パワーモジュールに供給される電源電圧の変動を抑制する平滑用コンデンサを有
するコンデンサモジュールとを備えた電力変換装置であって、平滑用コンデンサは、金属
化フィルムが扁平形状に巻回されることで平坦な巻回面を有する複数のコンデンサ素子で
構成され、コンデンサモジュールは、複数のコンデンサ素子を内側に収容する外装ケース
と、外装ケース内において複数のコンデンサ素子の周囲に充填される樹脂充填剤と、コン
デンサモジュールと電力変換装置との拘束点とをさらに有し、複数のコンデンサ素子のう
ちの少なくとも１つのコンデンサ素子が有する平坦な巻回面に対し、直交方向に梁の役目
をする介在物と、少なくとも一つのコンデンサ素子とが外装ケース内に配置されており、
介在物を介して平坦な巻回面に対して略正面に、拘束点が配置されており、介在物は、少
なくとも１つのコンデンサ素子の周囲に充填されている樹脂充填剤で構成されているもの
である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力変換を行うスイッチング素子を有するパワーモジュールと、
　前記パワーモジュールに供給される電源電圧の変動を抑制する平滑用コンデンサと
　を有するコンデンサモジュールと
　を備えた電力変換装置であって、
　前記平滑用コンデンサは、
　　金属化フィルムが扁平形状に巻回されることで平坦な巻回面を有する複数のコンデン
サ素子で構成され、
　前記コンデンサモジュールは、
　　前記複数のコンデンサ素子を内側に収容する外装ケースと、
　　前記外装ケース内において前記複数のコンデンサ素子の周囲に充填される樹脂充填剤
と
　　前記コンデンサモジュールと前記電力変換装置との拘束点と
　をさらに有し、
　前記複数のコンデンサ素子のうちの少なくとも１つのコンデンサ素子が有する平坦な巻
回面に対し、直交方向に梁の役目をする介在物と、
　少なくとも一つのコンデンサ素子と
が前記外装ケース内に配置されており、
　前記介在物を介して前記平坦な巻回面に対して略正面に、前記拘束点が配置されており
、
　前記介在物は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子の周囲に充填されている前記樹脂
充填剤で構成されている
　電力変換装置。
【請求項２】
　電力変換を行うスイッチング素子を有するパワーモジュールと、
　前記パワーモジュールに供給される電源電圧の変動を抑制する平滑用コンデンサと
　を有するコンデンサモジュールと
　を備えた電力変換装置であって、
　前記平滑用コンデンサは、
　　金属化フィルムが扁平形状に巻回されることで平坦な巻回面を有する複数のコンデン
サ素子で構成され、
　前記コンデンサモジュールは、
　　前記複数のコンデンサ素子を内側に収容する外装ケースと、
　　前記外装ケース内において前記複数のコンデンサ素子の周囲に充填される樹脂充填剤
と
　　前記コンデンサモジュールと前記電力変換装置との拘束点と
　をさらに有し、
　前記複数のコンデンサ素子のうちの少なくとも１つのコンデンサ素子が有する平坦な巻
回面に対し、直交方向に梁の役目をする介在物と、
　少なくとも一つのコンデンサ素子と
が前記外装ケース内に配置されており、
　前記介在物を介して前記平坦な巻回面に対して略正面に、前記拘束点が配置されており
、
　前記介在物は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子に隣接したコンデンサ素子であり
、
　前記隣接したコンデンサ素子は、自身の平坦な巻回面が、前記少なくとも１つのコンデ
ンサ素子の平坦な巻回面と直交するように、前記少なくとも１つのコンデンサ素子と前記
拘束点との間に配置されている
　電力変換装置。
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【請求項３】
　前記複数のコンデンサ素子は、巻回軸方向が前記外装ケースの開口面を向くように配置
されている
　請求項１または２に記載の電力変換装置。
【請求項４】
　前記拘束点は、前記外装ケースを前記電力変換装置の筐体に固定するために前記外装ケ
ースに設けられた固定用脚で構成されるものを含む
　請求項１から３のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項５】
　前記拘束点は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子に接続された第１のバスバで構成
されるものを含み、
　前記第１のバスバは、前記コンデンサモジュールと前記パワーモジュールとを繋ぐバス
バである
　請求項１から４のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項６】
　前記コンデンサモジュールは、前記パワーモジュールに入出力される電力のノイズ除去
用に設けられたＹコンデンサ素子をさらに有し、
　前記介在物は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子に隣接した前記Ｙコンデンサ素子
であり、
　前記隣接したＹコンデンサ素子は、前記少なくとも１つのコンデンサ素子の平坦な巻回
面と直交するように、前記少なくとも１つのコンデンサ素子と前記拘束点との間に配置さ
れている
　請求項１から５のいずれか１項に記載の電力変換装置。
【請求項７】
　前記拘束点は、前記Ｙコンデンサ素子に接続された第２のバスバで構成されるものを含
み、
　前記第２のバスバは、前記コンデンサモジュールと前記外装ケースとを繋ぐアース用バ
スバである
　請求項６に記載の電力変換装置。
【請求項８】
　前記電力変換装置の筐体は、前記パワーモジュールを冷却する冷却部材である
　請求項１から７のいずれか１項に記載の電力変換装置。
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